
青森県こども・若者の自殺危機対応チーム支援事業説明会
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１ 青森県の自殺の現状



青森県の自殺の現状
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１ 自殺死亡率及び自殺者数の推移

人口動態統計

（人口１０万対） （人）

・令和２～３年に一時的な増加があったが、その後減少傾向となっており令和5年は全国平均に近い水準であった。
・一方では目標値と比べてまだ高い水準であり、更なる減少に向けて取組の推進が必要である。

（目標）

（ワースト１位）

（ワースト２１位）
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２ 年代別自殺者数の推移
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１ 男女別自殺死亡率
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３ ２０歳未満の自殺死亡率
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４ 消防救急搬送（自損件数）

（人口１０万対）

（件数）

障がい福祉課調べ

未把握

（人）

・女性の自殺死亡率は全国と同水準で推移しているが、男性は全国平均を上回る水準となっている。
・Ｈ28年以降は40～64歳と65歳以上の自殺者数ほぼ同数で推移している。
・青森県の20歳未満の自殺死亡率は上下変動あり傾向変動の判断は難しいものの、全国は増加傾向である。
・消防救急搬送（自損）の件数は平成30年以降増加傾向である。

人口動態統計人口動態統計

人口動態統計

※Ｒ５は推計人口をもとに障がい福祉課が算出
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２ いのち支える青森県自殺対策計画の進捗と評価



重点施策

基本施策

自殺対策計画における取組 いのち支える青森県自殺対策計画（計画期間Ｈ30-Ｒ5）の進捗・評価

目標等

関連
施策

目標値 H28
（基準）

H29
（策定
時）

実績

評価
H30年
（度）

R１年
（度）

R２年
（度）

R3年
（度）

R４年
(度)

R5年
（度）

①自殺死亡率

-

16.6
以下

21.0 20.8 20.6 16.9 19.3 23.4 20.2 17.8 未達成

②自殺者数
193人
以下

271人 265人 259人 209人 238人 284人 242人 209人 未達成

③市町村自殺
対策計画策定
率

基
本
施
策
1

全市町村
作成
H30年度

—
１

市町村
２９
市町村

３５
市町村

３９
市町村

４０
市町村

４０
市町村

４０
市町村

達成

④介護支援専
門員等を対象
としたゲート
キーパー養成
数

基
本
施
策
3

重
点
施
策
1

1,000人
以上

— 882人
966人
84人増

966人
0人増

1,024人
58人増

1,173人
149人増

1291人
118人増

1,412人
121人増

達成

⑤県内の小中
学校における
SOSの出し方
教育の実施市
町村数

基
本
施
策
5

重
点
施
策
4

全市町村
実施

—
14

市町村
22

市町村
27

市町村
31

市町村
28

市町村
31

市町村
3５

市町村
未達成

⑥青森県健康
経営認定事業
所数

重
点
施
策
3

増加 — 94カ所 164カ所 243カ所 296カ所 350ヵ所 365ヵ所 375ヵ所 達成

１ 市町村等への支援の強化

２ 地域におけるネットワークの強化

３ 自殺対策を支える人材の育成

４ 住民への啓発と周知

５ 生きることの促進要因への支援

６ 児童生徒の自殺予防に向けた
心の教育等の推進

２ 生活困窮者対策

４ 子ども・若者対策

３ 勤務・経営問題対策

１ 高齢者対策

評価年



１ 計画策定の趣旨
〇位置づけ：自殺対策基本法第13条に定める都道府県計画

〇計画期間：令和６年度～令和１１年度（６年間）
〇基本理念：誰も自殺に追い込まれることのない青森県の実現

目標値（Ｒ１１）

自殺死亡率１２．８以下

いのち支える青森県自殺対策計画（第２期) の概要

２ 現状

４ 第２期計画のポイント

・目標値を自殺死亡率１２．８以下に設定。

・第１期計画を引き継ぎ自殺対策推進のための基盤的 な取組を
「基本施策」、本県の現状を踏まえ重点的に取り組むべき対象者

への施策を「重点施策」として設定。
・基本施策に新たに、「女性に対する支援の強化」を追加して取
組を推進する。

・重点施策は第１期計画の４つの項目を継続し、取組を推進する。

・第１期計画の評価として、Ｒ４年時点では自殺死亡率の目標値１
６.６を未達成であることから、さらなる自殺死亡率減少に向けた
取組を要する。

・男性の自殺死亡率が高く、また、自殺の最も多い年代が４０歳～
５９歳であることから、この年代に対しての重点的な取組を要す
る。

・本県の１９歳以下の自殺者は少なくないことから、こども・若者

に対して引き続き重点的な対策を要する。

３ 第１期計画の評価と課題

５ 進行管理と評価

・計画・実施・評価・改善のＰＤＣＡサイクルを推進。
・知事をトップとする庁内の推進体制を構築し、全庁的
に計画の進捗状況を点検、評価する。

・外部有識者等で構成する「青森県自殺対策連絡協議会」から、毎
年度、計画の進捗に関する意見を伺うな多様な機関と連携して計
画の着実な推進を図る。
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６ いのち支える青森県自殺対策計画（第２期）施策体系

基本施策
国の方針（自殺総合対策大綱）を踏まえた

自殺対策を推進するための本県の基盤的な取組

1 市町村等への持続的支援

地域の特性に応じた自殺対策を推進する市町村への支援（データ分析や困難
事例等に対する連携等）

２ 地域におけるネットワークの拡大

県全体及び二次保健医療圏ごとの多様な関係者との連携及び情報共有の推進

３ 自殺対策を支える人材の育成

様々な職種を対象としたゲートキーパーの養成継続と官民横断的な自殺対策
教育や研修等の実施

４ 住民への啓発と周知

「誰にでも起こり得る危機」である自殺への誤った認識と偏見の払拭と「助
けを求める」ことへの理解促進

５ 生きることの促進要因への支援

「生きることの促進要因」の増加による社会全体の自殺リスクの低下を図る
取組の推進

６ 児童生徒等の自殺予防に向けたこころの教育等の推進

援助希求行動を促す「SOSの出し方に関する教育」の推進と心理的な負担の
ある児童生徒へのこころのケアの支援

７ 女性に対する支援の強化

困難かつ多様な課題を抱え支援を必要としている女性への相談体制の強化

重点施策
本県の自殺の特徴を踏まえて

重点的に取り組むべき対象者への施策

生きる支援関連施策
生きることを支える庁内外のすべての取組

高齢者特有の課題を踏まえながら、多様な背景や価値
観に対応した支援の推進

１ 高齢者世代対策

事業者への労働問題や関係法令等の周知等と職
場におけるメンタルヘルス対策の推進

２ 働き盛り世代対策

市町村、学校、家庭、地域社会等が連携した相
談支援体制の構築とSNSによる相談体制等の若者
向けの支援の充実

３ こども・若者世代対策

複合的な問題を抱えている生活困窮者の自立
に向けた包括的支援を実施

４ 生活困窮者対策

いのち支える青森県自殺対策計画（第２期) の概要



各指標と現状値

基本施策 指 標 目標値 Ｒ５年度 達成率

市町村等への持続的支援 県が把握する自殺者や未遂者等に関する集計資料の市町村への提供回数 年１回以上 1回 100%

地域におけるネットワークの拡大
二次保健医療圏ごとの自殺対策関係者の連携の強化・拡大を目的とした会

議体等を開催回数

各圏域

年１回以上

6圏域

計9回
150%

自殺対策を支える人材の育成 自殺対策関係職員（市町村職員等）を対象とした研修会の開催回数 年１回以上 1回開催 100%

住民への啓発と周知 メディア（TVCM・SNS・新聞・ポスター）等を活用した普及啓発 継続実施 実施 100%

生きることの促進要因への支援 「相談機関窓口一覧」の配布施設数 1640ヵ所以上 1645ヵ所 100%

児童生徒等の自殺予防に向けたこ

ころの教育等の推進

小学校におけるSOSの出し方教育実施率 80% 67% 84%

中学校におけるSOSの出し方教育実施率 80% 75% 94%

女性に対する支援の強化
二次保健医療圏ごとの妊産婦のメンタルヘルス等に関する関係者会議又は

研修会の開催

各圏域年

１回以上

6圏域

計７回
117%

重点施策 指 標 目標値 Ｒ５年度 達成率

高齢者世代対策
ゲートキーパー年間養成数（市町村・県を
合算） 2300人/年 2100人 91%

働き盛り世代対策
国の健康経営優良法人認定数及び健康宣言
実施増加数

171社/年
（基準:R4 1950

社）

-64社
（1886社）

-37%

子ども・若者世代対

策

小学校におけるSOSの出し方教育実施率 80% 67% 84%
中学校におけるSOSの出し方教育実施率 80% 75% 94%
小中学校のスクールカウンセラー配置率 100% 100% 100%

生活困窮者対策
ゲートキーパー年間養成数（市町村・県を
合算）

2300人/年 2100人 91%

目 標 目 標 値 Ｒ5（概数） 評 価

自殺死亡率 12.8 17.7 未達成



３ 令和６年度の取組について



令和６年度の取組の全体像

普及啓発 相談体制（一般） 専門の相談体制
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働き盛り世代
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地域自殺対策強化交付金：市町村への間接補助
自殺対策地域ネットワーク連絡会
その他：消防データ収集・分析



ＴＶＣＭ・ポスター・鉄道・ＳＮＳによる普及啓発

（１）ＴＶＣＭ（ＲＡＢ/ＡＴＶ/ＡＢＡ）
・７月、９月、１１月、１月、３月に各社で６０
本以上放送予定
・「１５５０ニュースレーダー」や「わっち」等
での６０秒パブリシティ
・県広報広聴課の枠を活用（５月）

（２）ポスター
・中小企業約５００社に配布

（４）ランディングページ
・以下ＵＲＬで運営中

https://aomori-soudan.jp/

（５）鉄道広告
・９月、１０月、１月、２月、３月に青い森鉄道、
ＪＲ奥羽本線、下北駅などで実施

（６）ＳＮＳ広告
・Facebook、Googleリスティング、Yahoo広告、

LINE広告を実施



地域での交流会：民間団体による普及啓発事業

（令和６年度予定：１３市町村）
東青 ：平内町
中南 ：大鰐町・西目屋村・藤崎町
三八 ：五戸町・新郷村・三戸町
西北 ：五所川原市・鶴田町・鰺ケ沢町
上十三：東北町・六ケ所村
下北 ：風間浦村

（令和５年度実績：１１市町村）
東青 ：平内町
中南 ：大鰐町・西目屋村
三八 ：おいらせ町・五戸町
西北 ：鶴田町・鰺ケ沢町
上十三：十和田市・三沢市・六ケ所村
下北 ：大間町

（令和４年度実績：１２市町村）
東青 ：平内町・今別町
中南 ：藤崎町・大鰐町
三八 ：田子町・五戸町・南部町
西北 ：五所川原市・深浦町
上十三：野辺地町・六ケ所村
下北 ：むつ市



ゲートキーパー育成事業

（介護支援専門員等を対象とした事業）
・介護支援専門員に加えて、サービス事業所（ヘルパー
やデイサービス職員）も含めて実施

（中小企業等を対象とした事業）
・地域密着型で実施
→蓬田村・大鰐町・十和田市で開催

あおもりいのちの電話補助

・毎月１５日はフリーダイアルで対応可能

高校生を対象としたSOSの出し方教育

（R5）実施率：19.3％（不明9.6％）
（R6）実施予定率：21.7％（不明12.0％）

→三戸地方保健所、上十三保健所、むつ保健所で実施
（※予定も含む）

相談窓口一覧

・以前より目立つデザイン・配色に
変更
・令和６年度も１６４０ヵ所以上に
配布（現在配布作業中）

※学校教育課アンケート（n=83校）



LINE相談2024

・日数を９０日⇒１８８日に拡大
・受付時間を５時間⇒６時間に拡大
・リスクの高い相談者をフォローする体制を整備
・ＪＲ主要駅ポスター掲示、ＬＩＮＥ広告、instagramにより更な
る周知

生活と健康をつなぐ法律相談


